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Newsletter: 日本音韻論学会（PhSJ） 

第 23巻第 1号 (通巻 66号)                                                 2019年 5月 7日

役員交代のお知らせ 

 2019 年 3 月をもちまして下記の役員が退任

となりました。 

 

副会長： 山田英二氏（福岡大学） 

理事：アーウィン マーク氏（山形大学）、

伊藤智ゆき氏（東京外国語大学）、 

岡崎正男氏（茨城大学）、小川晋史氏（熊

本県立大学）、佐野真一郎氏（慶應義塾大

学）、高山知明氏（金沢大学）、六川雅彦氏

（南山大学） 

 

これまで学会運営に多大なるご尽力をいただ

きましたことに、厚く感謝申し上げます。 

理事の退任に伴い改選選挙が行われ、以下

の 8 名が新理事の候補として選出されました。 
 

太田聡氏（山口大学）、田嶋圭一氏（法政

大学）、田中真一氏（神戸大学）、田中雄氏

（同志社大学）、玉岡賀津雄氏（名古屋大

学）、平山真奈美氏（成蹊大学）本間猛氏

（首都大学東京）、三村竜之氏（室蘭工業

大学） 

 

6月 21日の会員総会での承認を経たのち、正

式に就任となります。任期は 2023年 3月まで

の 4 年間の予定です。また、2019 年度より、

新副会長に時崎久夫氏（札幌大学）が就任（理

事兼任）いたしました。会員の皆様には新体

制へのご協力をお願い申し上げます。 
 

2019年度春期研究発表会 
 2019年度春期研究発表会が下記の通り 6月

21日（金）に首都大学東京・秋葉原サテライ

トキャンパスにて開催されます（なお 6月 22

日～23日には日本言語学会 158回大会が一橋

大学（東京都国立市）にて行われます）。 

 発表終了後には会員総会が行われますので、

併せてご出席下さい。また総会終了後には懇

親会を開催いたします（会場については、当

日お知らせいたします）。 

 多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。 

 

日時：2019年6月21日(金) 13:00~18:00 

会場：首都大学東京 秋葉原サテライトキャン
パス 

 

〒101-0021 東京都千代田区外神田1-18-13 

秋葉原ダイビル12階 

https://www.tmu.ac.jp/university/campus_guide/access.html 

参加費：一般会員：1,000 円、学生会員 500円、 

  非会員：2,000円、非会員の学生 500円 

懇親会費：一般 5,000 円、学生 2,000円 

問合せ：時崎久夫（春期発表会担当理事） 

E-mail: toki@sapporo-u.ac.jp 

または学会事務局（下記）まで 

 

発表の詳細につきましては、別紙プログラム

をご覧ください。 
 

音韻論フォーラム 2019予告 

音韻論フォーラム 2019 が以下の予定で開催

されます。韓国を含む海外からの招待講演な

らびに学位取得者講演と一般研究発表で構成

されています。 

日時：2019年 8月 26日(月)～28日(水) 

会場：上智大学 

プログラム等の詳細は次号でお知らせします。 
 

フォーラム研究発表募集 

音韻論フォーラム 2019の研究発表を、下記

の要領で募集いたします。発表希望の方は奮

ってご応募ください。プログラム等の情報は

７月下旬発行予定の Newsletter にてお送りい

たします。 

本フォーラムでの発表内容は、編集委員会

の査読を経て『音韻研究』第 23号（2020年 3

月刊行予定）に掲載されることになります。

学会誌への掲載という点からも、他学会との

重複発表はくれぐれもご遠慮下さい。なお『音

韻研究』への掲載は、発表 1 件につき、原則

として 8ページです。 
 

＜応募要領＞ 

発表テーマ：音韻論・音声学に関するもの、

あるいは音韻論・音声学と他の分野とのイ

ンターフェースに関するもの 

使用言語：日本語または英語 

発表形態：一般発表またはワークショップ 

送付方法：いずれの発表形態の場合も(1)要旨、

(2)発表者情報を別のシートに記載し、下記

の担当理事宛に送信する。 

応募資格：会員のみ応募可能。ただし共同発

表の場合は筆頭発表者が会員であればよい。 
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応募件数：同一発表者による応募は 2 件以内

とし、このうち筆頭発表者としては 1 件と

する。 

 

I. 一般発表の場合 

(1) 「要旨」には、タイトルと発表要旨のみ

を記入する（氏名等は記載しない）。要旨

は日本語の場合 2000字以内、英語の場合

800語以内とする。別紙に参照文献一覧を

1枚以内で示す。 

(2) 「発表者情報」には氏名、所属、発表タ

イトル、メールアドレス、住所、電話番

号を記載する。 

 

II. ワークショップの場合 

(1) 「要旨」は、ワークショップ全体に関す

るものと、各発表者によるものを用意し、

代表者が取りまとめ、一括して送信する。

各要旨には、タイトルと発表要旨のみ記

入する（氏名等は記載しない）。各要旨

は日本語の場合は 2000 字以内、英語の

場合は 800語以内とする。要旨各々につ

き、参照文献一覧を 1枚以内で示す。 

(2) 「発表者情報」には発表者全員の氏名、

所属、タイトル、メールアドレス、住所、

電話番号を記載する。代表者に印をつけ

る。 

 

Eメールで PDFファイルを送信する（PDFフ

ァイルの作成が不可能な場合は、Word ファイ

ルにて送信する）。E メール送信や PDF ファ

イルでの投稿ができない場合などは、事前に

担当理事に連絡すること。 

 

書式：A4サイズに発表時の使用言語で記載。 

締め切り：2019年 6月 30日（日） 

送付・問合せ先： 

 米山聖子（フォーラム担当理事） 

 E-mail：yoneyama@ic.daito.ac.jp 

Eメールでの送信が不可能な場合は学会事

務局・西村（下記）に郵送する。その場合

は【音韻論フォーラム書類送付】と朱書き

すること。 

 

書式を守っていない、あるいは期限に間に合

わない応募原稿は無効となりますので、ご注

意下さい。 

7月中旬に発表の可否を通知予定です。 
 

 

 

旅費の補助について 

 本学会では、若手研究者への支援を目的と

して、非有職者（学生や非常勤講師等）かつ、

遠隔地からの発表者を対象に、旅費の補助を

行います。春期研究発表会、音韻論フォーラ

ムいずれの時期も対象で、一人上限国内 2 万

円、海外 5 万円です。応募者に対する審査と

補助額の算定は事務局で行います。該当され

る方は発表応募時にお知らせ下さい。 
 

『音韻研究』の購入方法 

学会からの配布以外に『音韻研究』の購入

を希望される会員は、会員特別価格で購入可

能です。また、『20 周年記念論文集』（2016）

や本学会の前身である音韻論研究会編『音韻

研究―理論と実践』（1996）についても、特別

価格で購入可能です。ともに、ご自身で直接

開拓社にお申し込み下さい。その際、送付先、

氏名、必要な号の番号、部数とともに、日本

音韻論学会の会員であることをお伝え下さい。

折り返し、開拓社より出版物と振込用紙が送

られることになっております。詳しくは，開

拓社にお問い合わせ下さい。 

 

開拓社『音韻研究』係 

〒113-0023 東京都文京区向丘 1-5-2 水上ビ

ル 4F 

TEL：03-5842-8900 

FAX：03-5842-5560 

E-mail：kawata@kaitakusha.co.jp 
 

会費納入のお願い 

 日本音韻論学会は、会員の皆様からの「会

費」により運営されております。会費納入に

ご協力下さいますよう、お願い申し上げます。 

 E-mail 末尾もしくは封筒の宛名下にある数

字を参考にして、会費を納入願います。印字

された数字のうち 8, 9 は、それぞれ 2018, 

2019の各年度の会費が未納であることを意味

します。アステリスクは会費納入済みである

こと、括弧付きの数字はその年度の会費が不

足していることを意味します。また、 t は

thousand の意味で、[5t]とあれば 5,000 円会費

が未納、または不足していることを意味しま

す。たとえば、「*9[5t]」と印字されていれば，

2019 年度の会費が未納であり、その総額が

5,000円であることを意味します。 

年度にかかわらず未納分の会費が納入され

ましたら、当該年度の『音韻研究』を無料で

送付しています。 
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ご確認の上、未納の会費を以下の郵便振込

で納入していただきますよう、お願いいたし

ます。振込用紙は後日、郵送いたします。ま

た、学会会場でのお支払いも可能です。 

 

郵便振込 

口座番号：00180-6-402077 

加入者名：日本音韻論学会 

他行から：ゆうちょ銀行〇一九（ゼロイチ

キュウ）店（019）当座 0402077 

 

年会費 

維持会員：10,000円 

一般会員：5,000円 

学生会員：4,000円 

 

「維持会員」は、本会を格別に支援して下

さる会員です。年会費 1 万円を納入すること

により、どなたでも維持会員になることがで

きます。ご検討、ご協力をお願い申し上げま

す。 

また、会員情報（住所、所属、連絡先）が

変更になった場合は、必ず事務局 会計にご連

絡下さい（学生会員から一般会員へと身分変

更となった場合も必ずご連絡下さい）。連絡さ

れないままにされますと、Newsletterや『音韻

研究』等の配布物が正しく配送されませんの

でご注意願います。 
 

New Sounds 2019 開催 
New Sounds 2019 – The 9th International 

Symposium on the Acquisition of Second 

Language Speech-（日本音韻論学会後援）が下

記の通り開催されます。皆様、奮ってご参加

ください。 

 

日時：2019年 8月 30日(金)～9 月 1日(日) 

会場：早稲田大学 早稲田キャンパス 

HP：http://www.waseda.jp/assoc-ns2019/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本音韻論学会事務局 

 
【事務局長（学会所在地）】 

西村 康平（医療創生大学） 

〒970-8551 

福島県いわき市中央台飯野 5-5-1 

医療創生大学 教養学部 

TEL：0246-29-7196（直通） 

E-mail：kohei.nishimura@isu.ac.jp 

 

【会計担当】 

坂本 洋子（獨協医科大学） 

〒321-0293 

栃木県下都賀郡壬生町北小林 880 

獨協医科大学医学部 語学・人文教育部門 

TEL：0282-87-2481（代表） 

E-mail：y-saka@dokkyomed.ac.jp 

 

【事務局補佐】 

渡部 直也（東京大学） 

〒153-8902 東京都目黒区駒場 3-8-1 

東京大学大学院総合文化研究科 

言語情報科学専攻 

TEL：03-5454-6376（代表） 

E-mail：watabe@boz.c.u-tokyo.ac.jp 


